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前
回
の
遠
野
大
会
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
来
年
の
大
会
は
富
山
県
南

砺
市
利
賀
村
で
す
。
利
賀
の
山
さ
と
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
平
家
落
人
伝
説
、
鈴

木
忠
志
の
演
劇
拠
点
で
国
際
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル(

最
近
は
シ
ア
タ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク)

の
地
と
し
て
有
名
で
す
。
合
併
の
際
に
は
、
通
常
、
市
の
な
か
に
村
は

付
か
な
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
「
利
賀
村
」
を
歴
史
的
な
固
有
地
名
と
し
て
残
し
た

経
緯
を
も
つ
元
気
な
山
村
で
す
。 

 

遠
野
大
会
の
閉
会
の
挨
拶
で
登
壇
し
た
南
砺
市
商
工
会
利
賀
村
事
務
所
長
の

斉
藤
嘉
久
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
が
中
心
と
な
り
、
利
賀
村
に
戻
っ
て
か
ら

実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
会
場
、
宿
泊
施
設
、
ア
ク
セ
ス
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
準
備
が
進
み
ま
し
た
。
大
会
内
容
の
ソ
フ
ト
面

は
、
日
本
地
名
研
究
所
創
立
当
初
か
ら
の
会
員
で
何
冊
も
の
富
山
の
地
名
研
究
の

本
を
出
さ
れ
て
い
る
中
葉
博
文
さ
ん
、
利
賀
村
の
郷
土
史
家
浦
辻
一
成
さ
ん
と
相

談
の
結
果
、
充
実
し
た
プ
ラ
ン
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

六
月
一
三
日
の
大
会
は
、
二
時
か
ら
五
時
ま
で
の
短
い
時
間
で
す
が
、
以
下
の

よ
う
な
陣
容
で
す
。(

会
場 

利
賀
大
山
坊 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

グ
ル
メ
館) 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

(

敬
称
略
。
タ
イ
ト
ル
は
仮
称
で
す
。) 

 
 

記
念
講
演 

 

「
富
山
の
方
言
と
地
名
」 

 

中
井
精
一 

 
(

富
山
大
学 

国
語
学) 

 
 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

「
利
賀
・
五
箇
山
の
魅
力
を
語
る
」 

 
 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 
 

 

中
葉
博
文 

 
 

 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

森 

俊 
 

 
(

富
山
民
俗
の
会
会
長) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浦
辻
一
成 
 

(

瞑
想
の
郷
館
長) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
原
大
輔 

 
(

砺
波
市
学
芸
員) 

 
 

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

 
 

 
 

野
本
寛
一 

 
 

 

野
本
寛
一
先
生
に
は
、
奈
良
か
ら
お
越
し
願
い
ま
す
が
、
谷
川
健
一
先
生
と
利

賀
村
の
こ
と
だ
か
ら
と
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
で
す
。
歴
史

に
残
る
話
題
豊
富
な
大
会
に
な
る
と
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。 

 

二
日
目
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
賀
村
内
の
演
劇
施
設
「
芸
術
公
園
」
、

巨
大
曼
荼
羅
の
「
瞑
想
の
郷
」
な
ど
を
午
前
中
に
回
り
、
午
後
か
ら
は
世
界
遺
産

合
掌
造
り
相
倉
集
落
と
木
彫
の
町
井
波
の
瑞
泉
寺
の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。 

 

解
散
は
、
三
時
ご
ろ
富
山
駅
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

大
会
前
に
刊
行
す
る
『
地
名
と
風
土
』
第
一
四
号
の
特
集
も
「
越
中 

越
の
中

の
国
の
地
名
と
風
土
」
と
し
て
、
万
葉
集
、
立
山
信
仰
、
城
下
町
、
富
山
の
薬
売

り
、
富
山
の
難
読
地
名
な
ど
面
白
い
内
容
に
な
る
予
定
で
す
。 

 

こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

利
賀
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
富
山
駅
か
ら
貸
切
バ
ス
で
入
り
ま
す(

申
込
み
制)

。

路
線
バ
ス
は
、
高
山
線
八
尾
駅
か
ら
の
一
便
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
カ

ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
で
も
可
で
す
。
宿
泊
施
設
は
、
天
竺
温
泉
、
民
宿
、
ス
タ
ー
フ

ォ
レ
ス
ト(

廃
校
後
学
生
セ
ミ
ナ
ー
用
改
装)

の
三
種(

費
用
の
上
で
も)

を
予
定
し

て
い
ま
す
。
申
込
み
の
段
階
で
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
て
希
望

を
と
り(

地
名
研
究
所
事
務
局)

、
利
賀
村
実
行
委
員
会
で
割
り
振
る
手
順
で
す
。

一
二
月
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
申
込
み
は
そ
れ
以
降
と
な
り

ま
す
が
、
今
か
ら
、
来
年
の
六
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
書
き
込
み
、
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

美
味
し
い
蕎
麦
と
山
菜
を
肴
に
、
ど
ぶ
ろ
く
「
ま
ご
た
り
ん
」(

中
の
屋)

、
清

酒
「
三
笑
楽
」
を
飲
み
な
が
ら
、
地
名
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。 

 (

『
日
本
地
名
研
究
所
通
信
』
第
九
五
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
刊) 


